
平
成
二
十
七
年
五
月
十
三
日
提
出

質

問

第

二

二

九

号

補
助
教
材
「
知
る
沖
縄
戦
」
の
使
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

仲

里

利

信
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補
助
教
材
「
知
る
沖
縄
戦
」
の
使
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
四
年
に
朝
日
新
聞
社
が
沖
縄
戦
を
テ
ー
マ
に
発
行
し
た
小
中
高
校
生
向
け
の
補
助
教
材
「
知
る
沖
縄
戦
」
に
つ
い

て
、
一
部
の
報
道
や
政
治
家
が
「
内
容
が
一
方
的
」
と
批
判
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
文
部
科
学
省
は
そ
れ
ま
で
の
国
会
答
弁
や

各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
へ
の
留
意
事
項
を
一
方
的
に
見
直
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
民
は
、
二
〇
〇
六
年
度
の
高
校
日
本
史
歴
史
教
科
書
の
検
定
に
お
い
て
、
沖
縄
戦
で
の
「
日

本
軍
に
よ
る
集
団
強
制
自
決
」
の
記
述
を
政
府
が
一
方
的
に
削
除
し
た
こ
と
と
重
ね
合
わ
せ
て
、
政
府
が
ま
た
も
や
教
科
書
を

一
方
的
に
変
更
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
て
強
く
反
発
す
る
と
と
も
に
、
是
正
の
抗
議
や
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
お
尋
ね
す
る
。

一

朝
日
新
聞
社
は
、
沖
縄
戦
の
実
相
を
体
験
者
の
証
言
か
ら
次
代
を
担
う
若
い
世
代
に
正
し
く
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

補
助
教
材
と
し
て
の
「
知
る
沖
縄
戦
」
を
制
作
し
た
。
制
作
に
当
た
っ
て
は
、
県
内
の
戦
争
体
験
者
や
心
あ
る
若
い
世
代
、

「
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念
資
料
館
」
等
の
全
面
協
力
を
得
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
事
実
を
捻
じ
曲
げ
た
り
、
特
定
の
目
的
で
編

集
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
偏
向
し
た
内
容
の
教
材
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
が
ど
う

か
。

一



二

朝
日
新
聞
社
が
制
作
し
た
補
助
教
材
の
「
知
る
沖
縄
戦
」
は
、
教
員
間
の
口
コ
ミ
や
新
聞
紙
上
で
の
社
告
に
よ
り
三
十
八

万
部
増
刷
し
、
い
ま
だ
に
問
い
合
わ
せ
が
絶
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
沖
縄
戦
が
多
数
の
住
民
を
巻
き
込
み
悲

惨
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
唯
一
の
地
上
戦
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
実
相
を
知
り
、
後
世
に
正
し
く
伝
承
し
て
い
く
こ
と
は

我
々
の
世
代
の
責
務
で
あ
る
こ
と
、
戦
争
を
回
避
で
き
な
か
っ
た
理
由
や
軍
人
よ
り
住
民
に
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
理
由
を

教
訓
と
し
て
学
び
、
平
和
な
社
会
を
構
築
・
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
認
識
が
問
い
合
わ
せ
た
方
々
の
根
底
に
あ

り
、
補
助
教
材
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
の
評
価
が
確
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

三

二
〇
一
四
年
十
月
二
十
九
日
の
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
に
お
い
て
、
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
は
「
『
知
る
沖
縄
戦
』

の
記
述
全
体
の
内
容
ま
で
は
、
私
自
身
ま
だ
現
時
点
で
全
部
を
読
み
込
ん
で
お
り
ま
せ
ん
」
、
「
全
文
を
読
ん
で
み
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
答
弁
す
る
一
方
で
、
「
報
道
等
に
よ
る
と
、
光
と
影
の
、
影
の
部
分
し
か
記
述
が
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と

も
答
弁
し
て
い
る
。
な
ぜ
全
部
の
内
容
を
承
知
し
て
い
な
い
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
報
道
を
引
用
し
な
が
ら
で
は
あ
る
が
そ
の

内
容
を
否
定
す
る
発
言
を
行
い
、
「
知
る
沖
縄
戦
」
が
あ
た
か
も
偏
向
し
て
い
る
が
如
く
答
弁
で
き
る
の
か
。

四

二
〇
一
五
年
三
月
四
日
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長
は
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
「
学
校
に
お
け
る
補
助
教

材
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
を
発
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
「
最
近
一
部
の
学
校
に
お
け
る
適
切
と
は
言
え

二



な
い
補
助
教
材
の
使
用
の
事
例
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
留
意
事
項
等
を
改
め
て
下
記

の
と
お
り
通
知
す
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
通
知
」
の
中
の
「
適
切
と
言
え
な
い
補
助
教
材
の
使
用
の
事
例
」
に
、
朝

日
新
聞
社
制
作
の
「
知
る
沖
縄
戦
」
は
該
当
す
る
の
か
。

五

上
記
四
で
記
載
し
た
「
通
知
」
に
お
い
て
は
、
文
末
で
「
各
学
校
に
お
け
る
有
益
適
切
な
補
助
教
材
の
効
果
的
使
用
を
抑

制
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
、
留
意
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。
朝
日
新
聞
社
制
作
の
補
助
教
材
「
知
る
沖
縄
戦
」
は
、
「
有

益
適
切
な
補
助
教
材
」
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

六

朝
日
新
聞
社
制
作
の
補
助
教
材
「
知
る
沖
縄
戦
」
は
、
上
記
四
で
の
質
問
で
「
適
切
と
言
え
な
い
補
助
教
材
の
使
用
の
事

例
」
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
、
さ
ら
に
上
記
五
の
質
問
で
「
有
益
適
切
な
補
助
教
材
」
に
該
当
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
二
〇
一
四
年
十
月
二
十
九
日
の
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
で
の
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
の
答
弁
や
、
二
〇
一
五
年
三

月
四
日
付
け
の
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長
名
で
発
出
し
た
「
通
知
」
に
起
因
し
た
「
同
補
助
教
材
の
使
用
の
自
粛
等

の
悪
影
響
」
を
早
急
に
解
消
す
る
責
任
と
必
要
性
が
政
府
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

七

二
〇
一
四
年
十
月
二
十
九
日
の
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
に
お
い
て
、
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
は
沖
縄
戦
に
お
け
る
大

田
実
中
将
の
「
沖
縄
県
民
斯
ク
戦
ヘ
リ
」
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
決
別
電
文
の
こ
と
を
、
「
知
る
沖
縄
戦
」
に
「
書
き
込
む
」

三



な
ど
「
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
問
題
な
い
と
思
う
」
旨
答
弁
し
た
。

し
か
し
、
大
田
実
中
将
の
こ
の
電
文
に
つ
い
て
は
、
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
の
言
う
「
沖
縄
の
方
々
の
思
い
」
を
表
し

た
と
い
う
解
釈
と
は
別
に
、
大
田
実
中
将
の
上
司
に
当
た
る
牛
島
満
大
将
（
第
三
十
二
軍
司
令
官
）
の
沖
縄
県
民
ス
パ
イ
視

に
対
す
る
反
論
で
あ
っ
た
と
す
る
解
釈
が
存
在
し
て
い
る
。
大
田
実
中
将
の
長
男
の
大
田
英
雄
氏
が
そ
の
著
作
「
父
は
沖
縄

で
死
ん
だ
」
（
高
文
研
、
一
九
八
九
年
）
で
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
沖
縄
戦
研
究
者
の
間
で
は
周
知
の
事
柄
と
な
っ
て
い

る
。と

こ
ろ
で
、
下
村
博
文
文
部
科
学
大
臣
は
、
常
々
、
意
見
や
評
価
の
異
な
る
史
実
が
あ
る
場
合
に
は
両
論
併
記
の
バ
ラ
ン

ス
論
を
原
則
と
す
る
旨
掲
げ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
件
で
は
一
方
の
解
釈
の
み
に
依
拠
し
た
見
解
を

も
っ
て
、
「
知
る
沖
縄
戦
」
を
批
判
す
る
か
の
よ
う
な
答
弁
を
し
た
こ
と
に
な
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
現
時
点
に
お
い
て
も
、
上
記
の
答
弁
を
妥
当
と
考
え
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


